
女性のキャリアアップ支援イーラーニング講座 【菊池市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題
事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 220 千円

交付金額 110 千円

事業番号 1

女性のニーズに応じたビジネススキルやマネジメント、コミュニケーショ
ン、リーダーシップ、コンプライアンスに加え、自己啓発やメンタルヘル
スの講座を提供。市内68社の女性職員を対象にIDを付与し、3か月間
の「学びの月間」として、いつでもどこでも学べる環境を整備。働く女性
が、学びを得ることで、その個性と能力を活かし、活躍できる職場環境
づくりにもつなげる。

受講者の中には、時間確保に苦慮されている方もいた。特に子育て世
代の受講者にとって、受講時間の確保は難しく、どのように時間を捻出
し受講につなげていくかが課題。

今後は、「隙間時間の作り方」や「マイルーティーン」など時間捻出につ
ながる好事例の共有を行うなどして時間の確保及び受講につなげる。
講座での学びが活かされることが更なる飛躍への第1歩。講座終了後
に学んだ知識に触れる時間を設定する等、効果的に取り組む。

菊池市まちづくり企業連絡協議会
菊池市女性団体代表者会

働く女性が、学びを得ることで、その個性と能力を活かし、活躍できる職
場環境づくりにつなげることができる。働くことを希望する女性が、仕事
と育児等を両立できることで働き続け、その能力が十分に発揮できるよ
うになる。

・令和3年市民意識調査において「性別による固定的役割分担意識」に
ついては、「同感しない」または「どちらかといえば同感しない」と答えた
市民の割合が79.9％と過去最高となったものの、家庭の中で炊事・掃
除・洗濯などの家事は、80.4％が主として妻が行っており、いまだ妻へ
の負担が偏っている。 生活を送るうえで、希望は「仕事」と「家庭生活」
をともに優先させたいものの、「仕事」を優先させている現状がある。
・本市における各種審議会等における女性委員の登用率については、
R6年度末現在29.0％と目標値の35.0％に対し、乖離が見られる。
・今後もさらに地域、家庭、職場における意識啓発、制度面の周知、子
育て・介護等環境整備、男性の家事育児参画などに取組む必要がある。
・委員の選出母体自体に女性が少ないなどの現状から、女性が政策・
方針決定の場へ参加できるような状況を作る必要がある。

講座終了後の受講者アンケートでは、「多種多様な講座があり、時間も
ちょうどよく、非常にわかりやすい講座だった」「普段知り得ない情報を
教えて頂き大変有難い。今後もこういった機会があったら活用したい」
等の感想があった。いつでも、どこでも、好きなときに自由に学ぶことが
できるため、隙間時間の有効活用に繋げスキルアップにつなげること
ができた。講座のジャンルも幅広く、多くの受講につながった。
講座を通して新たな学びを得ることができたことで、受講者の自信向上
につながり、働くことを希望する女性の能力発揮を促進した。

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業
目標

受講者の講座に対す
る満足度

80％
（アウトカム）

82％
102.5
％

事業
KPI

講座受講後実践され
た方において資格の
取得または、スキル
向上

3～5人
（アウトカム）

8人
266.7
％



事業の概要

【女性のキャリアアップ支援事業】
女性のキャリアアップ支援イーラーニング講座

◆実施期間

9/1～11/30 「学びの月間」

通信環境があれば、24時間どこでも受講可能！

◆対象者

菊池市まちづくり企業連絡協議会所属企業の女性社員

◆受講者

延べ27名

◆内容

①女性管理職向けの女性活躍推進を目的とした研修

②女性リーダー研修

の受講を基本に、9,000コンテンツの中から自分が希望する

講座が受講できる！
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